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〔 Ⅳ 文化機関・施設 〕

原敬記念館

１ 所在地

・盛岡市本宮四丁目 番 号

・ （ ） －

・ （ ） －

２ 開 館

・昭和 年 月 日開館

・（昭和 年 月 日増築）

・（昭和 年 月 日改築）

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡（うち駐車場 ㎡）

４ 構造・沿革等

・記念館 鉄筋コンクリート平家建 ㎡

・原敬生家 木造茅葺平屋（一部 階）建 ㎡

嘉永 年（ ）原敬の祖父直記が増改築，明治 年（ ） 分の 縮小（現存 分の ），昭和

年（ ） 月盛岡市保存建造物指定，平成 年（ ） 月盛岡市文化財指定。

・倉 煉瓦造 階建 ． ㎡

大正 年（ ）別邸・介寿荘敷地内に建築，昭和 年（ ）記念館敷地内に移築。

・腰越荘書斎 木造平家建 ㎡

大正 年（ ）鎌倉腰越の別荘に増築，昭和 年（ ）記念館敷地内に移築。

５ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時（入館は午後 時 分まで）

・休館日 毎週月曜日（祝・休日の場合は翌日），年末年始

・入館料 個人 一般 円 小・中学生 円

団体（ 人以上）一般 円 小・中学生 円

６ 利用状況

年度
個人 人 団体 人

有料（人） 減免 人 合計 人 開館日数（日）
一般 小中学生 一般 小中学生

７ 運営方針

原敬記念館設立の理念に基づき，原敬に関する諸資料の収集・調査研究・分類・整理を行い，原敬研究に資する

とともに，盛岡市指定有形文化財（建造物）である原敬生家及び同指定有形文化財（歴史資料）である原敬日記全

冊等の保存・管理をはじめ，記念館全体の一層の充実を図り観光施設としての利用形態を踏まえながら，生涯

学習時代に応え，広く社会教育活動に供する。展示等の工夫改善を図り新鮮な魅力を醸し出すように努力する。

〔重点事項〕

（１）原敬関係資料及び文献の調査・収集と整理、レファレンス

（２）諸資料の基本カード・登録台帳の整理

（３）原敬の遺品・遺墨等の保存・管理と収蔵庫の整理

（４）企画展・講演会の実施による，原敬の遺徳顕彰活動の充実

（５）出前授業等の積極的実施による先人教育の推進

（６）来館者の増加を目指す教育活動の充実と，広報活動の工夫

（７）見やすく分かりやすい展示等の工夫，丁寧な説明や対応

（８）地域及び周辺関係施設との連携
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〔 Ⅳ 文化機関・施設 〕

 

盛岡市先人記念館

１ 所在地

・盛岡市本宮字蛇屋敷 番地

・ （ ） －

・ （ ） －

２ 開 館 昭和 年 月 日

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・構造／延床面積 鉄筋コンクリート地下 階・地上 階建 延 ㎡

４ 設備の概要

・ 展示室（新渡戸稲造記念室，米内光政記念室，金田一京助記念室），学芸室，収蔵庫

・ 東総合展示室，西総合展示室

・ ホール，資料閲覧室，研究室

５ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時（入館は午後４時 分まで）

・休館日 月曜日（祝・休日に当たるときは翌日），毎月最終火曜日，年末年始

・入館料

個 人 一般 円 高校生 円 小，中学生 円

団体（ 人以上） 一般 円 高校生 円 小，中学生 円

６ 利用状況

年度
個人 人） 団体 人）

有料 人） 減免 人） 合計 人）
開館日数

日一般 高校生 小中学生 小計 一般 高校生 小中学生 小計

７ 運営方針

（１） 盛岡ゆかりの先人を顕彰する人物博物館として，見やすく分かりやすい展示を心がけ，常設展示の改善・充実

を図る。

（２）市民の生涯学習の場として，先人の業績や生き方についての理解を深め広めていくために，企画展や講座等諸

事業の推進を図る。 
（３）盛岡市の「先人教育」の推進に積極的にかかわり，次代を担う子どもたちの先人学習の場としての環境整備に

努める。

（４）先人についての調査研究や関係資料の収集・整理・保存に努める。

（５）より多くの市民に親しまれる博物館とするよう，関係機関との連携やボランティア活動の推進を図る。

（６）顕彰している先人や館事業についての広報活動の充実を図る。 
〔重点事項〕

（１）幅広い年齢層の入館者に対応できるように，常設展示の説明等をより見やすく分かりやすいものに改善する。

・展示資料等の説明の文字を，適切な大きさにする。

・わかりにくい展示物には説明をつける。

・小中学生を対象とした展示・説明を増やす。

・説明等の不備な点については，適切なものに改善する。

（２）企画展，古町名展，講座等の企画を工夫し 館の魅力を多くの人が来館して実感できるように努める。

・展示の趣旨（テーマ・主張等）を明確にするとともに内容と資料を吟味し パターン化した展示とならない

よう構成を工夫する。

・企画の立案にあたっては，来館者の興味・関心等も考慮し，新しい年齢層や地域の広がりとなるよう心がけ

る。

・市民への周知と，興味・関心を高めるため，ポスター等広報活動を工夫する。

（３）館長講座，学芸員講座，出前講座等の内容を分かりやすく，かつ興味・関心を高めるものとなるよう工夫する。

石川啄木記念館

 

（４）資料の収集・整理・保存を計画的に行う。

（５）指定管理制度下における館運営が，適切かつ充実したものとなるよう職員一丸となって職務の遂行にあたる。
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〔 Ⅳ 文化機関・施設 〕

 

石川啄木記念館
１ 所在地

・盛岡市玉山区渋民字渋民

・ （ ） －

・ （ ） －

２ 開 館

・昭和 年 月

・（昭和 年 月 新館開館）

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

４ 設備の概要

・石川啄木記念館新館 鉄筋コンクリート造平屋建て 延 ㎡

内訳 展示室（ ㎡），ラウンジ（ ㎡），事務室・収蔵庫（ ㎡），機械

室（ ㎡），玄関ホール（ ㎡），トイレ（ ㎡）他

・旧斉藤家住宅 木造茅葺二階建て 延 ㎡（盛岡市指定有形文化財）

・旧渋民尋常小学校 木造柾葺二階建て 延 ㎡（盛岡市指定有形文化財）

・石川啄木記念館旧館 鉄筋コンクリート造高床式平屋建て ㎡

昭和 年 月開館（現在は非公開）

５ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時（入館は午後 時 分まで）

・休館日 月曜日（祝・休日に当たるときは翌日），年末年始

・入館料

個 人 一般 円 高校生 円 小，中学生 円

団体（ 人以上） 一般 円 高校生 円 小，中学生 円

６ 利用状況

年度
個人 人） 団体 人）

有料 人） 減免 人） 合計 人）
開館日数

日一般 高校生 小中学生 小計 一般 高校生 小中学生 小計

７ 運営方針

石川啄木の資料収集，調査，研究を継続して行い，基礎データベースを作成し，貴重な市民共有の文化財を後世に

伝えるべく，企画展等の開催，レファレンスサービスの充実を図る。

展示活動事業としては，年２回の企画展を開催して啄木の魅力を様々な角度から紹介し 人間啄木に対する理解を深

めるように努める。企画展開催期間以外には，特設コーナーを利用して収蔵資料などのミニ展示を行い，多面的に資

料の公開を行う。常設展は定期的に資料を入れ換えながら，資料劣化の回避とリピーターを意識した展示を心がけて

資料を紹介する。

教育普及の自主事業としては，「啄木を通じたさまざまな学び」を方針として，啄木生誕の日講演会，企画展示に関

連した講演会，ギャラリートーク，啄木が代用教員を務めた渋民尋常小学校で行う入門講座，各種ワークショップ等、

啄木をテーマとして幅広い年代の方々に対応できる各種講座等を実施し，市民の生涯学習の中心となって，集い学ぶ

ことから交流が綿々とつながっていくような場になるよう努める。
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〔 Ⅳ 文化機関・施設 〕

 

盛岡市遺跡の学び館

１ 所在地

・盛岡市本宮字荒屋 番地１

・ （ ）

・ （ ）

２ 開 館 平成 年 月 日

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・構造 鉄筋コンクリート造 地上 階一部 階

・延床面積 ㎡

４ 設備の概要

・展示室（サイトステーション・遺跡ディスカバリー・遺跡ライブラリー・企画展示室・保管展示室），エントラン

スホール，図書室，図書資料室，会議室，研修室，体験学習室，事務室，資料整理室，遺物洗浄室，写真撮影室，

図面収蔵室，写真収蔵室，特別収蔵室，保存処理室など

５ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時（展示室への入場受付は午後 時 分まで）

・休館日 毎週月曜日（ただし，国民の祝日にあたる場合は開館），月曜日が祝日のときはその翌日の火曜日，

毎月最終火曜日，年末年始

・入場料 展示室

個人 一般 円 小，中学生 円

団体（ 人以上） 一般 円 小，中学生 円

６ 利用状況

年度
個人（人） 団体（人）

有料（人）
減免（人） 展示室以外

の入館者
合計（人）

一般 小･中学生 一般 小･中学生 一般 小･中学生

７ 運営方針

埋蔵文化財の調査や資料の整理及び適切な収蔵保管を行うための基盤整備を行うとともに，発掘調査の成果を公表

する報告書を刊行する。また，企画展等の展示会や講演会・体験学習会など普及活動等の実施を通じて，市内の遺跡

や文化財をはじめとする盛岡の歴史や文化を広く紹介する。さらに広報活動を積極的に展開し，利用の促進に努める

とともに，学校現場との連携を深めながら，総合的な学習の学習指導に生かせるように努める。

〔重点事項〕

埋蔵文化財の発掘調査及び資料整理を計画的に推進し，調査報告書の円滑な刊行を図る。

埋蔵文化財業務の適正な分担を行い，調査及び資料整理等の効率化を図る。

企画展や常設展示のリニューアルに加え，講演会や体験学習会等の拡充を通して，広く市民に学習の機会と場を提供し，

埋蔵文化財や歴史に対する理解と関心・興味が一層深められるように努める。

町内会・子ども会や老人クラブ等への積極的な 活動を行い，利用の促進に努める。

学校教育活動における利用推進を図るため，教員を対象にした研修会を行うとともに，出前講座や教材・学習資料の提供な

どを通して，学校の教育活動の充実に資する。

地域の博物館施設で構成された「もりとぴあねっと」の活動を通しながら，地域住民や市民への に努める。

埋蔵文化財の適切な保存・管理を行うため，収蔵保管施設の点検整備に努める。

ホームページを活用した調査結果や収蔵資料の公開を行い，情報サービスの向上に努める。

サポーターズクラブの新規会員の募集を行い，組織基盤の充実を図りながら活動支援に努める。
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〔 Ⅳ 文化機関・施設 〕

 

もりおか歴史文化館

１ 所在地

・盛岡市内丸 番 号

・ （ ）

・ （ ）

２ 開 館 平成 年 月 日

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・構造 鉄筋コンクリート造

既存棟 地上 階 地下 階

増築棟 地上 階

・延床面積 ㎡

４ 設備の概要

・ 町なか情報センター，展示室（祭り企画展示室，祭り常設展示室），山車展示ホール，収蔵庫，研修室，整理

室兼会議室，事務室，倉庫，燻蒸室，荷受室，荷解室

・ 展示室（歴史常設展示室，企画展示室）

・ 機械室，倉庫

５ 利用案内

・ 開館時間 月～ 月 午前 時～午後 時

月～ 月 午前 時～午後 時

（ただし，展示室への入場受付は閉館の 分前まで）

・休館日 毎月第 火曜日（祝・休日に当たるときは翌日の水曜日）， 月 日， 月 日

・ 入場料

歴史展示室

個 人 一般 円 高校生 円 小，中学生 円

団体（ 人以上） 一般 円 高校生 円 小，中学生 円

企画展示室 展示内容により料金が異なる

※市内に居住または通学している小中学生は無料

６ 利用状況

年度
個人 人） 団体 人）

有料 人） 減免 人）
展示室以外

の入館者
合計 人）

開館日数

日一般 高校生 小中学生 一般 高校生 小中学生

７ 運営方針

盛岡の歴史及び文化に関する資料を収集し，保存し，及び展示することにより，市民の教育及び文化の向上に資するととも

に，交流の場を提供することにより，まちなか観光の拠点施設として地域の活性化を図る。

〔重点事項〕

資料を収集・保管・調査研究し，未来へと継承していく。

交流の場として観光集客や中心市街地の活性化に貢献する。

盛岡の歴史や伝統文化を伝える学びの場として，将来を担う次世代を育成するとともに，新しい盛岡の暮らし文化を創造す

る。

地域文化振興の原動力となり，生涯学習や市民協働の拠点として，市民とともに成長する。

市民が歴史・文化に対する関心と理解を持てるよう，できる限り幅広い市民に向けた普及事業の取り組みに努めるとともに，

隣接する史跡盛岡城跡を活用した事業の展開にも努める。

他の施設や関係部署との連携を図りながら，効果的で効率的な広報宣伝を行うとともに，多様な媒体との連携協力を含め，

戦略的な広報宣伝活動を確立し，積極的に取り組む。

出前講座，学校団体見学の積極的な受け入れ，教員・児童向けのプログラム・教材の開発等により，学校教育との連携を推

進する。
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〔 Ⅳ 文化機関・施設 〕

 

盛岡市都南歴史民俗資料館

１ 所在地

・盛岡市湯沢 地割 番地

・ （ ） －

２ 開 館 本館 昭和 年 月 日

収蔵庫 昭和 年 月 日

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・構造／延床面積 本館 鉄筋コンクリート高床式平屋建 ㎡

新館 鉄筋コンクリート 階建 土蔵風 ． ㎡ 計 ㎡

４ 主な所蔵品

・歴史資料，信仰資料，民俗資料，考古資料

５ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時

・休館日 毎週月曜日（祝・休日に当たるときは直近の休日でない日），年末年始

・入館料 無料

６ 利用状況

年度 開館日数 日 入館者数 人）

７ 運営方針

古くから地域に伝えられてきた貴重な歴史民俗資料を散逸から守り，収集保存し，広く一般に公開するため，資料

の適切な管理と有効な活用に努める。

〔重点事項〕

（１）常設展示資料を計画的に交換し，新鮮味ある内容の公開に努める。

（２）史跡巡り等の研修会を実施し，先人の「証」にふれたい。

（３）特別展示会を実施し，展示内容の充実に努める。

（４）資料の収集活動を推進するとともに，資料の整備と適切な管理に努める。

（５）市内にある博物館等の施設と連携を図りながら，施設機能の充実に努める。

（６）館内外の環境整備を充実し，施設の保守と環境の向上に努める。

（７）広報活動を積極的に推進し，館及び事業の周知に努める。
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〔 Ⅳ 文化機関・施設 〕

 

盛岡市玉山歴史民俗資料館

１ 所在地

・盛岡市玉山区巻堀字巻堀

※ 問合先 渋民公民館 （ ）

２ 開 館 昭和 年 月 日

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・構造／延床面積 鉄筋コンクリート高床式 平屋建て ． ㎡

４ 主な所蔵品

・考古資料，歴史資料，民俗資料

５ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時（見学には事前に予約が必要となります。）

・休館日 毎週月曜日（祝・休日の場合は翌日），年末年始

・入館料 無料

６ 利用状況

年度 開館日数 日 入館日数 日） 入館者数（人）

７ 運営方針

地域に伝えられてきた貴重な歴史民俗資料を適切に管理し，一般に公開するなど有効な活用に努める。特に，次の

時代を担う小・中学生が先人の生活の「証」にふれる総合学習等への支援を行う。
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〔 Ⅳ 文化機関・施設 〕

 

盛岡劇場

１ 所在地

・盛岡市松尾町 番 号

・ （ ） －

・ （ ） －

２ 開 館 平成２年７月１日

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・ 構造／延床面積 鉄筋コンクリート（一部鉄骨鉄筋コンクリート），

地下 階，地上 階，塔屋 階 延 ㎡

・併設 河南公民館 ㎡と併設，盛岡劇場部分 ㎡，共用部分 ㎡

４ 設備の概要

・ メインホール（固定 席），楽屋（ 室），シャワー室（ 室）

・ リハーサル室（ 室），シャワー室（ 室）

・ タウンホール（移動席 ～ 席），楽屋

５ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時 分

・休館日 毎週月曜日（祝日を除く），年末年始

６ 利用状況

年度 施設区分
利用可能日数

日

利用日数

日
利用率（ × ） 実利用人数（人） 開館日数（日）

年度
メインホール

タウンホール

年度
メインホール

タウンホール

年度
メインホール ％

タウンホール ％

注 ）「利用可能日数」は，開館日数から保守点検日を除いた月数。

注 ）「利用日数」は，当該日の貸出区分のいずれかが利用された場合を 日として算定した日数。
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〔 Ⅳ 文化機関・施設 〕

 

盛岡市都南文化会館（キャラホール）

１ 所在地

・盛岡市永井 地割 番地

・ （ ） －

・ （ ） －

２ 開 館 平成５年５月１日

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・建設面積 ㎡

・構造／延床面積 鉄筋コンクリート （一部鉄骨），地下 階，地上 階，塔屋 階 延 ㎡

・併設 都南公民館 ㎡併設，都南文化会館部分 ㎡，共用部分 ㎡

４ 設備の概要 （都南文化会館部分）

・ 大ホール（固定席 席，車椅子席 席，親子席 席）

舞台 （間口 ，奥行 ，プロセニアム高さ ），残響可変装置（残響時間 反射板使用 秒～

秒，反射板無し 秒～ 秒）

主催者控室，楽屋（ 室），シャワー室

・ 親子室

・ 調光室，映写室，ミキサー室

５ 利用案内

・開館時間 大ホール 午前 時～午後 時 分

・休館日 毎週月曜日（祝日を除く），年末年始

６ 利用状況

年度 施設区分
利用可能日数

日

利用日数

日
利用率（ × ） 実利用人数 人 開館日数 日

年度 大ホール

年度 大ホール

年度 大ホール

注 ）「利用可能日数」は，開館日数から保守点検日を除いた日数。

注 ）「利用日数」は，当該日の貸出区分のいずれかが利用された場合を 日として算定した日数。
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〔 Ⅳ 文化機関・施設 〕

 

盛岡市民文化ホール

１ 所在地

・盛岡市盛岡駅西通二丁目 番 号

・ （ ） －

・ （ ） －

２ 開 館 平成１０年４月１日

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・構造／延床面積 鉄骨鉄筋コンクリート（一部鉄骨造）地下 階，地上 階延 ㎡

４ 設備の概要

・大ホール （固定 席）楽屋（ 室）

・小ホール （固定 席）楽屋（ 室）

・展示ホール（展示面積 ㎡）

・その他 第 ・ 会議室，第 ・ リハーサル室，第 ・ 音楽練習室ほか

５ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時 分

・休館日 毎週月曜日（祝日を除く），年末年始

６ 利用状況

年度 施設区分
利用可能日数

日
利用日数 日 利用率（ × ） 実利用人数 人 開館日数 日

年度

大ホール

小ホール

展示ホール

年度

大ホール

小ホール

展示ホール

年度

大ホール

小ホール

展示ホール

注 ）「利用可能日数」は，開館日数から保守点検日を除いた日数。

注 ）「利用日数」は，当該日の貸出区分のいずれかが利用された場合を 日として算定した日数。
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〔 Ⅳ 文化機関・施設 〕

 

盛岡市渋民文化会館（姫神ホール）

１ 所在地

・盛岡市玉山区渋民字鶴塚 番地

・ （ ）

・ （ ）

２ 開 館 平成 年 月 日

３ 施設の概要

・敷地面積 ㎡

・構造／延床面積 鉄筋コンクリート（一部鉄骨），地下 階，地上 階 延 ㎡

・併設 （渋民公民館 ㎡，渋民図書館 ㎡と併設。文化会館部分 ㎡）

４ 設備の概要

・ ホール（固定 席，車椅子席 席，母子室 席）

舞台（間口 ｍ 奥行 ｍ プロセニアム高さ ｍ）

楽屋（ 室），リハーサル室（ 室），シャワー室（ 室），主催者控室（ 室）

・ 母子室

・ 調光室，音響室，映写室

５ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時 分

・休館日 毎週月曜日（祝日を除く），年末年始

６ 利用状況

年度 施設区分
利用可能日数

日
利用日数 日 利用率（ × ） 実利用人数 人 開館日数 日

年度 ホール

年度 ホール

年度 ホール

注 ）「利用可能日数」は，開館日数から保守点検日を除いた日数。

注 ）「利用日数」は，当該日の貸出区分のいずれかが利用された場合を 日として算定した日数。
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〔 Ⅳ 文化機関・施設 〕

 

志波城古代公園

１ 所在地

・盛岡市上鹿妻五兵衛新田 番地

・ （ ） －

・ （ ） －

２ 開 園 平成 年 月 日

３ 施設の概要

・国史跡指定面積 ｈａ

・ガイダンス施設 案内所

木造平屋，延べ面積 ㎡，建築面積 ㎡

諸室構成 展示室 ㎡ ，ガイダンスルーム ㎡ ，ホール ㎡ ，屋外体験コーナー ㎡ ，

事務室 ㎡ ，倉庫 ㎡ ，トイレ（男・女・多目的），他

・復元展示施設 外郭南門（桁行 ｍ，梁行 ｍ，高さ ｍ）

外郭櫓（高さ ｍ， 基），外郭築地塀（高さ ｍ，長さ ｍ）

政庁南門（桁行 ｍ，梁行 ｍ，高さ ｍ），政庁東門（桁行 ｍ，梁行 ｍ，高さ ｍ）

政庁西門（桁行 ｍ，梁行 ｍ，高さ ｍ），政庁築地塀（高さ ｍ，長さ ｍ）

官衙建物 桁行 ｍ，梁行 ｍ，高さ ｍ

竪穴建物 完全復元２棟 ｍ× ｍ

ｍ× ｍ

骨組復元１棟 ｍ× ｍ

・付属施設 志波城全体説明板，解説板 基，四阿２棟，駐車場，官衙トイレ棟他

４ 利用案内

・開園時間 原則として通年開園

・案内所の開設 年末年始を除く毎日午前 時から午後 時まで

・入園料 無料

５ 利用状況

年度
開園日数

日

入園者数 人）

個人 団体 合計

６ 運営方針

志波城跡は，わが国の古代史上にも重要な文化遺産であり，また，盛岡城跡と並び，盛岡市の歴史的環境の拠点で

ある。

この歴史的な文化遺産を保存復元し，歴史及び文化への理解を深めるとともに，市民の憩いの場となるように志波

城古代公園を広く開放しようとするものである。

〔重点事項〕

（１）整備計画に基づき史跡志波城跡の整備を促進する。

（２）史跡を永久的に保存し，地下遺構を原位置に復元して文化遺産としての価値を高め，史跡公園，野外博物館

として活用を図る。

（３）「志波城跡愛護協会」を指定管理者に指定し，古代公園の効率的な管理運営を図る。

７ 指定管理者

・志波城跡愛護協会 盛岡市上鹿妻字五兵衛新田 番地
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〔 Ⅳ 文化機関・施設 〕

 

盛岡てがみ館

１ 所在地

・盛岡市中ノ橋通一丁目 番 号 プラザおでって 階

・ （ ） －

・ （ ）

２ 開 館 平成 年 月 日

３ 施設の概要

・観光文化交流センター（プラザおでって） 階専有 階面積 ㎡

・てがみ館専有面積 展示室 ㎡

事務室 ㎡

収蔵庫 ㎡

廊下等 ㎡

延 ㎡

４ 利用案内

・開館時間 午前 時～午後 時まで（最終入場は午後 時 分まで）

・休館日 毎月第 火曜日（祝日の場合は翌日），年末年始，展示入替のための臨時休館有り

・入館料 一 般 円（団体 円） 団体は 人以上

高校生 円（団体 円） 団体は 人以上

※中学生以下及び盛岡市内に住所を有する 歳以上の方は入場無料。

５ 利用状況

年度 
 

開館日数 
 

個人(人） 団体(人） 無料入場者（人） 
合計(人） 

一般 高校生 一般 高校生 小中学生 障がい者 歳以上
視察研修

等

６ 運営方針

盛岡にゆかりある著名人やそれらの人々にまつわる書簡，原稿等の資料を収集・保存・展示し，市民の教育及び文

化の向上に資するとともに，その資料の調査研究を行う。

重点事項

（１）資料の公開

・企画展の開催による、収蔵資料の逐次公開。

（２）資料の収集

・寄贈と寄託とによる原資料の収集。

・資料の調査や整理のための参考資料の収集。

（３）資料の対象

・広く評価されている文人、政治家、郷土研究者等にかかわるもの。

（４）資料の整理

・収蔵目録等の作成。

・筆者別原資料の登録。

（５）資料の保存、二次資料の作成

・原資料の永久保存。

・レプリカの作成及び表装（資料の状態により）。

・展示資料の解説文と解読文の作成。

（６）諸事業

・教育普及活動としての講座等の企画・開催。
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〔 Ⅴ 指定管理者の状況 〕

 

指定管理者の状況

指定管理者による施設管理

施設区分 施設の名称 指定管理者の名称 指定年月日 指定期間

市民プール 総合プール （公財）盛岡市体育協会 ～

都市公園 都南中央公園プール （公財）盛岡市体育協会 〃 〃

屋外スポーツ施設

太田テニスコート （公財）盛岡市体育協会 〃 〃

松園テニスコート 法人まつぞのスポーツクラブ 〃 〃

綱取スポーツセンター （公財）盛岡市体育協会 〃 〃

東中野運動広場 法人テニスチャレンジいわて 〃 ～

乙部運動広場 （社福）盛岡市社会福祉事業団 〃 ～

生出スキー場 （公財）盛岡市体育協会 〃 〃

玉山運動場 （公財）盛岡市体育協会 〃 〃

つなぎ多目的運動場
つなぎ温泉観光協会・いわてアスリー

トクラブグループ
〃 ～

武道館 盛岡市立武道館 （公財）盛岡市体育協会 〃 ～

アイスアリーナ 盛岡市アイスアリーナ 盛岡市アイスアリーナ管理運営グループ 〃 ～

屋内ゲートボール場 屋内ゲートボール場 コミスポクラブ東厨川 〃 ～

体育館
盛岡体育館 （公財）盛岡市体育協会 〃 〃

都南体育館 見前地区体育振興会 ～

弓道場 盛岡市弓道場 （公財）盛岡市体育協会 ～

球技場 盛岡南公園球技場 （公財）盛岡市体育協会 〃 〃

野球場

盛岡市営野球場 （公財）盛岡市体育協会 〃 〃

太田橋野球場 （公財）盛岡市体育協会 〃 〃

渋民野球場 （公財）盛岡市体育協会 〃 〃

運動公園

渋民運動公園 （公財）盛岡市体育協会 〃 〃

（野球場）

（陸上競技場）

（テニスコート）

（総合体育館）

（屋内相撲場）

（ 海洋ｾﾝﾀｰﾌﾟｰﾙ）

宿泊施設
つなぎスポーツ研修セン

ター

つなぎ温泉観光協会・いわてアスリー

トクラブグループ
〃 ～

文化会館

盛岡劇場 （公財）盛岡市文化振興事業団 ～

盛岡市都南文化会館 （公財）盛岡市文化振興事業団 〃 〃

盛岡市民文化ホール （公財）盛岡市文化振興事業団 〃 〃

盛岡市渋民文化会館 （公財）盛岡市文化振興事業団 〃 〃

歴史公園 志波城古代公園 志波城跡愛護協会 〃

てがみ館 盛岡てがみ館 （公財）盛岡市文化振興事業団 〃 〃

記念館

原敬記念館 （公財）盛岡市文化振興事業団 ～

盛岡市先人記念館 （公財）盛岡市文化振興事業団 〃 〃

石川啄木記念館 （公財）盛岡市文化振興事業団 ～
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〔 Ⅴ 指定管理者の状況 〕

 

公民館

河南公民館 （公財）盛岡市文化振興事業団 ～

都南公民館 （公財）盛岡市文化振興事業団 〃 〃

渋民公民館 （公財）盛岡市文化振興事業団 〃 〃

科学館 子ども科学館 盛岡サイエンスグループ 〃 〃

もりおか歴史文化館
もりおか歴史文化館 もりおか歴史文化館活性化グルー

プ

〃

２ 指定管理者の概況

（１）公益財団法人盛岡市体育協会

・所在地 盛岡市上田三丁目 番 号（盛岡体育館内） （ ） － ， （ ） －

・設立 昭和 年 月 日

・設立目的 盛岡市における体育・スポーツの一層の振興をはかり，市民体力の向上とスポーツ精神の涵養に資するとともに，盛

岡市における体育諸団体の育成に寄与することを目的とする。

・基本財産 千円

・代表者 会長 長澤 茂

（２） 法人まつぞのスポーツクラブ

・所在地 盛岡市北松園一丁目 番 号

・設立 平成 年 月 日

・設立目的 松園地区を中心とした周辺市町村においてスポーツや生涯学習の活動の場を広げ，それを通して地域住民の自立的な

社会参加を促進し，地域におけるコミュニケーションの活性化を図るとともに，生涯にわたるスポーツ，文化の振興

及び地域福祉の充実に寄与する。

・代表者 理事長 浅沼 道成

（３）社会福祉法人盛岡市社会福祉事業団

・所在地 盛岡市若園町 番 号

・設立 昭和 年 月 日

・設立目的 市社会福祉施設等の受託経営を行い，市と一体となって社会福祉事業の推進を図り，もって市民福祉の向上と増進に

寄与することを目的とする

・代表者 理事長 西郷 賢治

（４）コミスポクラブ東厨川

・所在地 盛岡市前九年三丁目９番 号

・設立 平成 年 月９日

・設立目的 東厨川地区を中心に，青少年の健全育成と地域住民の生涯スポーツの推進を図りながら，心身ともに健康で，豊かな生活がイメージ

できる安全な活力のある地域コミュニティーの実現に資する。

・代表者 会長 中村 靖夫

（５） 見前地区体育振興会

・所在地 盛岡市津志田 地割 番地

・設立 平成４年４月１日

・設立目的 見前地区住民相互の連携・協調を図り，スポーツの普及と体力の向上に努め，明るく住みよい地域づくりに貢献する。

・代表者 会長 藤川 昌甫

（６） 法人テニスチャレンジいわて

・所在地 盛岡市みたけ三丁目 番 号

・設立 平成 年８月 日
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・設立目的 岩手県在住者及び岩手県出身者に対して，テニスの競技力向上に関する各種事業を行うことにより，広く国内におけ

るテニス競技の強化とテニス文化の発展に寄与することを目的とする。

・代表者 理事長 菊池 眞博

（７） 盛岡市アイスアリーナ管理運営グループ

・所在地 盛岡市上田三丁目 番 号

・設立 平成 年３月３日

・設立目的 盛岡市アイスアリーナの指定管理業務を共同連帯して遂行することを目的とする。

・代表者 公益財団法人盛岡市体育協会 会長 長澤 茂

（８）つなぎ温泉観光協会・いわてアスリートクラブグループ

・所在地 盛岡市繋字湯の館 番地１

・設立 平成 年 月 日

・設立目的 つなぎ多目的運動場及びつなぎスポーツ研修センターの指定管理業務を連携して行うことを目的とする。

・代表者 つなぎ温泉観光協会 会長 佐藤 義正

（９）公益財団法人盛岡市文化振興事業団

・所在地 盛岡市盛岡駅西通二丁目 番 号 ，

・設立 平成 年 月 日

・設立目的 盛岡市における文化の振興を図り，もって市民の心豊かな生活の実現に寄与する。

・基本財産 千円

・代表者 理事長 三浦 宏

（ ）志波城跡愛護協会

・所在地 盛岡市上鹿妻字五兵衛新田

・設立 平成 年 月 日

・設立目的 史跡志波城跡の保存及び活用を図り，地域社会の発展に寄与することを目的とする。

・代表者 会長 樋下 正信

（ ）盛岡サイエンスグループ

・所在地 盛岡市本宮字蛇屋敷 番地

・設立 平成 年 月 日

・設立目的 盛岡市子ども科学館の管理に係る業務をグループの構成企業である株式会社五藤光学研究所，鹿島建物総合管理株式

会社，株式会社岩手日報広告社が共同連帯して遂行することを目的とする。

・代表者 株式会社五藤光学研究所 取締役社長 五藤信隆

（ ）もりおか歴史文化館活性化グループ

・所在地 盛岡市内丸 番 号

・設立 平成 年 月 日

・設立目的 もりおか歴史文化館の指定管理業務を共同連帯して営むことを目的とする。

・代表者 株式会社乃村工藝社 代表取締役社長 渡辺 勝
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